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（『
同
』12/04a/10

）。
漢
代
道
家
に
関
す
る
「
老
莊
文
列
」
の
表
現

は
些
か
先
取
り
し
過
ぎ
の
様
に
思
わ
れ
、
恐
ら
く
、
こ
れ
ら
「
老
莊

文
列
」
の
四
字
は
元
代
に
至
る
ま
で
の
間
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が

有
る
。

（
26
） 
周
烈
孫
・
王
斌
校
注
『
元
遺
山
文
集
校
補
』（
巴
蜀
書
社
、

二
〇
一
三
年
。p.1173

）

（
27
） 「
勅
封
東
華
五
祖
七
眞
碑
」（
張
維
『
隴
右
金
石
録
』
巻
五
、

pp.34-39

。
嚴
耕
望
編
『
石
刻
史
料
叢
書
』
所
收
。
藝
文
印
書
館
、

一
九
六
六
年
）。
尚
、
本
碑
自
身
が
至
大
三
年
（
一
三
一
〇
）
に
立

石
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
の
は
大
徳
六
年
（
一
三
〇
二
）
の
誤
り
で

あ
り
、
本
碑
は
も
と
も
と
秦
州
（
現
在
の
甘
肅
省
天
水
市
）
西
北
の

天
靖
山
玉
泉
観
に
在
っ
た
が
、
碑
文
自
体
は
既
に
消
失
し
て
い
る
等

に
就
い
て
は
張
維
注
記
を
参
照
。

（
28
） 

拙
稿
「
中
国
『
老
子
』
注
釈
史
上
的
『
文
子
』（
未
定
稿
）」

（『
二
〇
一
八
中
国
・
渦
陽
老
子
道
文
化
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。
張
廣
保
「
全
真
玄
学
与
重
玄
学
、
老
荘
学

（
未
定
稿
）」（『
同
』
所
収
）
も
四
子
に
関
す
る
資
料
を
提
示
し
て
お

り
、
大
い
に
参
照
す
べ
き
だ
が
、
張
氏
の
報
告
は
全
真
教
が
ど
の
様

に
秦
代
道
家
を
継
承
し
た
か
と
い
う
考
察
で
あ
り
、
本
論
と
は
観
点

が
異
な
る
。

（
29
） 『
喩
林
』
の
引
用
状
況
に
就
い
て
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
は
「
未

免
失
於
疎
略
」（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
版
。p.1154

下
）
と
述

べ
る
が
、
少
な
く
と
も
道
教
文
献
に
就
い
て
は
、
こ
の
評
価
は
妥
当

で
は
な
い
。

（
30
） 

明
萬
暦
刻
本
『
喩
林
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
は

「
自
叙
」
に
続
け
て
「
喩
林
書
目　

採
摭
諸
書
」
を
収
録
し
、
そ
れ

に
拠
れ
ば
道
教
文
献
は『
道
藏
』に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。「
喩
林
書
目
」

が
徐
大
元
自
身
の
手
に
な
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
「
書
目
」

は
完
璧
な
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、「
黄
帝
内
經
素
問
」
は
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、「
黄
帝
内
經
靈
樞
」は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。又
、『
喩

林
』
が
「
參
同
契
箋
註
下
篇
」
と
引
く
も
の
は
『
道
藏
』
所
收
文
献

に
は
見
ら
れ
ず
、『
四
庫
全
書
』
所
収
『
古
文
參
同
契
集
解
』
巻
下
「
參

同
契
箋
註
」
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
も
「
書
目
」
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

（
31
） 

注
（
28
）
拙
稿
「
中
国
『
老
子
』
注
釈
史
上
的
『
文
子
』（
未
定
稿
）」

を
参
照
。

※
本
論
は
、「
第
六
届
新
子
学
神
明
文
化
国
際
学
術
大
会
」（
二
〇
一
八

年
六
月
二
七
・
二
八
日
、
於
韓
国
江
陵
原
州
大
學
校
）
で
の
口
頭
発

表
に
基
づ
く
。

（22）
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一
九
八
五
年
版
。p.9

）。

（
18
） 

例
え
ば
、「
通
玄
經
曰
、
…
…
上
多
欲
則
下
多
詐
、
上
煩
擾
則
下

不
定
。
不
知
一
人
無
爲
之
本
、
而
救
之
以
刑
政
之
末
、
無
以
異
於
鑿

渠
以
止
水
、
抱
薪
以
救
火
、
名
之
曰
益
多
。
故
以
湯
止
沸
、
沸
乃
益

甚
。
知
其
治
之
本
者
去
火
而
已
」（『
集
解
』08/06b/07

）、「
民
常

不
畏
死
章
第
七
十
四
﹇
此
章
南
華
經
言
、
…
…
故
五
霸
法
煩
刑
峻
、

則
民
生
詐
、
上
多
事
、
下
多
怨
。
求
多
則
得
寡
、
禁
多
則
勝
少
。
故

以
湯
止
沸
、沸
乃
益
甚
。
知
其
無
爲
治
之
本
者
、去
火
而
已
﹈」（『
同
』

10/03b/02

）
等
。

（
19
） 

そ
の
経
緯
に
就
い
て
は
、
王
樹
民
点
校
『
通
志
二
十
略
』「
禮
略

第
二
」
所
収
の
「
老
君
祠
」
に
「
天
寶
元
年
、
親
祠
玄
元
廟
、
又
於

古
今
人
物
表
升
玄
元
皇
帝
爲
上
帝
﹇
其
時
同
制
、
莊
子
號
南
華
眞

人
、
文
子
號
通
玄
眞
人
、
列
子
號
冲
虛
眞
人
、
庚
桑
子
號
洞
靈
眞
人
、

又
以
其
所
著
之
書
並
爲
經
﹈」（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
。p.665

）

と
見
ら
れ
、『
新
唐
書
』
巻
五
十
九
「
藝
文
三
」
に
「
天
寶
元
年
、

詔
號
莊
子
爲
南
華
眞
經
、
列
子
爲
沖
虛
眞
經
、
文
子
爲
通
玄
眞
經
、

亢
桑
子
爲
洞
靈
眞
經
」（『
新
唐
書
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
版
。

p.1518

）
と
見
ら
れ
る
。
又
、『
全
唐
文
』
所
收
の
玄
宗
「
勅
」
も
「
昊

穹
眷
命
、
烈
祖
降
靈
、
休
昭
之
儀
、
存
乎
祀
典
。
莊
子
、
文
子
、
列

子
、
庚
桑
子
、
列
在
眞
仙
。
體
茲
虛
白
、
師
元
元
之
聖
敎
、
洪
大
道

於
人
寰
。
觀
其
微
言
、
窮
極
精
義
、
比
夫
諸
子
、
諒
絶
等
夷
。
其
莊

子
依
號
曰
南
華
眞
人
、
文
子
號
曰
通
元
眞
人
、
列
子
號
曰
沖
虛
眞
人
、

庚
桑
子
號
曰
洞
靈
眞
人
。
其
四
子
所
著
改
爲
眞
經
。
崇
元
學
置
博
士
、

助
敎
各
一
員
、
學
生
一
百
人
」（『
全
唐
文
』
巻
三
十
六
「
加
莊
文
列

庚
桑
四
子
爲
眞
人
勅
」）
と
述
べ
る
。

（
20
） 

周
知
の
様
に
、
柳
宗
元
「
辯
列
子
」「
辯
文
子
」「
辯
亢
倉

子
」（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
柳
宗
元
集
校
注
』。
中
華
書
局
、

二
〇
一
三
年
。p.315

以
下
）、『
黄
氏
日
抄
』
巻
五
十
五
「
諸
子 

一
」（
王
雲
五
主
持
『
四
庫
全
書
珍
本
二
集
』、
臺
灣
商
務
印
書
館
、

一
九
七
一
年
。p.25

表
）
等
が
夙
に
伝
統
的
理
解
に
対
し
て
疑
義
を

提
し
て
い
る
。
陳
茂
仁
『
王
士
源
「
亢
倉
子
」
研
究
』（
文
津
出
版

社
有
限
公
司
、
二
〇
〇
七
年
。p.12

）、
金
谷
治
「
７ 

読
む
者
慎
み

て
こ
れ
を
取
れ
―
柳
宗
元
―
」（『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
【
下
巻
】』

所
収
。
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。p.55

以
下
）
等
を
参
照
。

（
21
） 

劉
琳
・
刁
忠
民
・
舒
大
剛
・
尹
波
等
校
点
『
宋
會
要
輯
稿
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。p.2820

下
）

（
22
） 

金
中
樞
「
論
北
宋
末
年
崇
尚
道
敎
（
上
）」（『
新
亜
学
報
』
第
七

巻
第
二
期
、
一
九
六
六
年
。
後
に
『
宋
史
研
究
集
』
第
七
輯
所
収
。

中
華
叢
書
編
審
委
員
会
、一
九
七
四
年
。pp.291-342

）、袁
清
湘「『
通

玄
真
経
』
名
称
的
由
来
及
意
義
」（『
中
国
道
教
』
二
〇
〇
八
年
第
二

期
）
等
を
参
照
。

（
23
） 『
上
方
大
洞
眞
元
妙
經
品
』
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
金
朝
道

教
『
眞
元
派
』
再
考
」（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
四
巻
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
24
） 

こ
の
点
に
就
い
て
は
、
拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（pp.9-

36

）
を
参
照
。

（
25
） 

元
・
趙
道
一
『
歴
世
眞
仙
體
道
通
鑒
』
は
唐
・
應
夷
節
が
「
老

莊
文
列
及
周
易
」
の
教
を
受
け
（『
道
藏
』
所
収
『
歴
世
眞
仙
體
道

通
鑒
』40/07b/05

）、
南
唐
・
聶
紹
元
が
「
老
莊
文
列
」
に
精
通
し

て
い
た
と
述
べ
る
（『
同
』42/08a/02

）。
こ
れ
ら
は
唐
・
五
代
の
道

家
の
「
老
莊
文
列
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
・
王
谷

神
に
就
い
て
も
「
老
莊
文
列
」
に
精
通
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る

（21）
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英
）
疏
。
王
者
宗
本
於
天
地
、
故
覆
載
無
心
。
君
主
於
道
德
、
故
生

而
不
有
」（
郭
慶
藩
撰
『
新
編
諸
子
集
成　

莊
子
集
釋
』「
天
道
」。

中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
版
。p.465

）
に
拠
り
、「
南
華
經
曰
、
古

者
約
束
不
以
繩
索
、
後
世
待
繩
約
而
固
者
、
是

其
德
也
」（『
集
解
』

04/07a/01

）
は
「（
成
玄
英
）
疏
。
約
、
束
縛
也
。
固
、
牢
也
。
侵
、

傷
也
。
德
、
眞
智
也
。
夫
待
繩
索
約
束
、
膠
漆
堅
固
者
、
斯
假
外
物
、

非
眞
牢
者
也
。
喩
學
曾
史
而
行
仁
者
、
此
矯
僞
、
非
實
性
也
。
既
乖

本
性
、
所
以
侵
傷
其
德
也
」（『
莊
子
集
釋
』「
駢
拇
」p.321

）
の
成

玄
英
「
疏
」
に
本
文
を
挿
入
し
た
も
の
に
相
当
し
、「
南
華
經
曰
、

無
爲
而
無
不
爲
、萬
物
自
化
」（『
集
解
』04/20b/02

）は
河
上
公
注「
吾

見
道
無
爲
而
萬
物
自
化
成
也
」（
王
卡
点
校
『
道
教
典
籍
選
刊　

老

子
道
德
經
河
上
公
章
句
』
第
四
十
三
章
注
。
中
華
書
局
、
一
九
九
三

年
。p.173

）
に
拠
る
。

（
10
） 

詳
細
は
拙
稿
「
金
朝
『
道
德
經
』
注
釈
資
料
と
し
て
の
李
霖
『
道

德
眞
經
取
善
集
』に
つ
い
て
」（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
研
究
科
論
集
』、

第
九
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
11
） 『
取
善
集
』
で
は
「
河
上
公
曰
」
の
直
前
に
「
成
玄
英
曰
」
と
有
り
、

成
玄
英
『
莊
子
』
疏
と
混
乱
し
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

（
12
） 

原
著
は
「
三
皇
」
と
す
る
が
、
意
を
以
て
「
三
王
」
に
改
め
る
。

（
13
） 

三
代
を
学
術
の
理
想
時
代
と
す
る
例
は
、
王
去
非
「
博
州
重

修
廟
學
碑
」（
閻
鳳
梧
主
編
『
全
遼
金
文
』。
山
西
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
。p.1125

）、
党
懷
英
「
棣
州
重
修
廟
學
碑
」（『
同
』

p.1506

）、
左
容
「
夏
邑
縣
重
修
廟
學
碑
」（『
同
』p.1861

）、
張
令

臣
「
保
德
州
重
建
廟
學
碑
」（『
同
』p.2095

）、
段
成
己
「
猗
氏
縣

創
建
儒
學
碑
」（『
同
』p.3564

）
等
に
見
ら
れ
る
。
金
朝
が
儒
学
を

重
視
し
、
科
挙
体
制
を
整
備
し
、
礼
制
度
を
充
実
し
た
点
に
就
い

て
は
、Tao Jing-shen:Public Schools in the C

hin D
ynasty,C

hina 
U

nder Jurchen R
ule: Essays on C

hin Intellectual and C
ultural 

H
istory (Suny Series in C

hinese Philosophy and C
ulture),State 

U
niversity of N

ew
 York Press;1995

、
楊
珩
『
女
真
統
治
下
的

儒
学
伝
承
―
金
代
儒
学
及
儒
学
文
献
研
究
』（
四
川
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
。pp.31-58, pp.119-141

）、
飯
山
知
保
『
金
元
時
代

の
華
北
社
会
と
科
挙
制
度
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
。

pp.71-106

）
等
を
参
照
。

（
14
） 

唐
・
玄
宗
「
用
求
時
弊
」（『
全
唐
文
』
巻
三
十
一
「
分
道
德
爲

上
下
經
詔
」）、
強
思
齋
「
此
章
明
用
道
匡
時
」（『
道
藏
』
所
収
『
道

德
眞
經
玄
德
纂
疏
』08/12b/04

）、司
馬
光
「
故
老
子
矯
之
」（『
道
藏
』

所
収『
道
德
眞
經
論
』01/02b/08

）、葉
夢
得「
皆
矯
世
之
辭
」（『
道
藏
』

所
収
、彭
耜
『
道
德
眞
經
集
註
雜
説
』
下/08b/08

所
引
「
老
子
解
」）

等
と
見
ら
れ
、『
老
子
』即
ち「
矯
時
」が
唐
〜
宋
の
共
通
認
識
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
15
） 「
小
成
」
は
『
莊
子
』「
齊
物
論
」
の
「
道
隱
於
小
成
」（『
莊
子

集
釋
』p.63

）
に
拠
る
も
の
だ
が
、
金
・
李
霖
も
「
三
皇
之
後
、
人

心
不
淳
厚
、
大
道
隱
而
不
見
、
仁
義
立
而
道
衰
。
魚
失
江
湖
之
游
、

則
濡
沫
之
恩
斯
重
。
人
失
大
道
之
適
、
則
仁
義
之
惠
斯
隆
。
三
皇
當

大
道
、二
帝
爲
仁
義
。
莊
子
曰
、道
隱
於
小
成
」（『
道
德
眞
經
取
善
集
』

03/17b/01

）と
、『
道
德
經
』に
即
し
た
文
脈
で
、「
三
皇
」以
後
の「
道
」

の
衰
退
と
「
仁
義
」
の
隆
盛
を
「
小
成
」
と
結
び
付
け
て
い
る
。

（
16
） 

踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
『
莊
子
』「
人
間
世
」（『
莊
子
集
釋
』p.143

）

に
は
「
古
・
今
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。

（
17
） 
楊
伯
峻
撰
『
新
編
諸
子
集
成　

列
子
集
釋
』「
天
瑞
」（
中
華
書
局
、

（20）
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（
注
）

（
1
） 

本
論
で
用
い
る
『
道
藏
』
所
収
文
献
は
『
正
統
道
藏
』（
藝
文
印

書
館
、一
九
七
七
年
）
に
拠
る
。
尚
、加
点
本
に
は
高
中
華
校
注
『
道

德
眞
經
四
子
古
道
集
解
』（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
が
有
る
。

（
2
） 
金
朝
は
拱
州
保
慶
軍
を
睢
州
と
し
て
南
京
路
に
属
さ
せ
た
。「
宋

崇
寧
四
年
始
置
拱
州
。
…
…
大
觀
四
年
廢
、
復
爲
襄
邑
。
政
和
間
復

爲
拱
州
、
罷
東
輔
、
紹
興
後
沒
於
金
。
金
置
睢
州
。
以
襄
邑
附
、
屬

河
南
路
」（
光
緒
十
八
年
『
續
修
睢
州
志
』
巻
二
。
睢
県
史
志
編
纂

委
員
会
『
睢
州
志
』。
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。p.15

）。

（
3
） 

当
時
の
燕
京
の
仏
教
に
就
い
て
は
、野
上
俊
静
「
金
帝
室
と
仏
教
」

（『
大
谷
学
報
』
十
五
巻
一
号
、一
九
三
四
年
。
後
に
『
遼
金
の
仏
教
』

所
収
。
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
三
年
）、
包
世
軒
「
金
元
大
慶
寿
寺

高
僧
尋
索
」（『
北
京
聯
合
大
学
学
報
』
第
十
四
巻
第
一
期
総
三
九
期
、

二
〇
〇
〇
年
）、
同
氏
「
金
元
両
朝
燕
京
大
慶
寿
寺
史
事
通
考
」（
包

世
軒
『
北
京
仏
教
史
地
考
』
所
収
。
金
城
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、

佟
洵
「
北
京
仏
教
文
化
特
質
与
価
値
」（『
北
京
聯
合
大
学
学
報
（
人

文
社
会
科
学
版
）』
第
十
一
巻
第
二
期
総
四
〇
期
、
二
〇
一
三 

年
）、

安
寧
「
略
論
遼
金
時
期
仏
教
在
北
京
地
区
的
発
展
」、『
民
族
論
壇
』

二
〇
一
四
年
第
七
期
総
第
三
五
一
期
）
等
を
参
照
。

（
4
） 

当
時
の
会
寧
府
の
仏
教
に
就
い
て
は
、
景
愛
『
金
上
京
』（
生
活
、

読
書
、
新
知　

三
聯
書
店
、
一
九
九
一
年
。pp.196-200

）、
野
上

俊
静
「
金
帝
室
と
仏
教
」、白
鳥
庫
吉
「
金
の
上
京
に
つ
い
て
」（『
白

鳥
庫
吉
全
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
鳥
井
龍
蔵

「
金
上
京
城
仏
寺
考
」（
燕
京
大
学
哈
仏
燕
京
学
社
出
版
『
燕
京
学

報
』
第
三
十
五
期
、
一
九
四
八
年
。
後
に
「
金
の
上
京
城
及
そ
の
文

化
」
と
改
題
の
上
、『
鳥
井
龍
蔵
全
集
』
第
六
巻
所
収
。
朝
日
新
聞

（19）

社
、一
九
七
六
年
）、都
興
智
「
金
代
女
真
人
与
仏
教
」（『
北
方
文
物
』

一
九
九
七
年
第
三
期
）、
桂
華
淳
祥
「
金
代
帝
室
の
仏
教
信
仰
に
関

す
る
一
資
料
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』三
二（
一
）、一
九
八
三
年
）、

同
氏
「
金
代
に
お
け
る
宗
室
と
仏
教
」（『
大
谷
学
報
』
九
二
（
二
）、

二
〇
一
三
年
）、李
建
勛
「『
大
定
』
以
後
金
上
京
文
化
面
面
観
」（『
黒

龍
江
農
墾
師
専
学
報
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）、
金
宝
麗
「
金
代
上

京
地
区
仏
教
発
展
情
況
考
証
」（『
黒
龍
江
史
志
』
二
〇
〇
七
年
第
五

期
）、
藤
原
崇
人
「
栴
檀
瑞
像
の
坐
す
都
―
金
の
上
京
会
寧
府
と
仏

教
―
」（『
環
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報 

』（
五
）、二
〇
一
〇
年
）、

韓
鋒
「
由
仏
教
遺
存
看
仏
教
文
化
在
金
上
京
的
伝
播
」（『
辺
疆
経
済

与
文
化
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
）、武
玉
環
『
遼
金
社
会
与
文
化
研
究
』

（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。p.322

）
等
を
参
照
。

（
5
） 

金
朝
が
蘇
門
の
学
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
空

性
之
説
」
と
は
或
は
蘇
轍
の
如
き
「
性
」
を
主
軸
と
す
る
理
解
を

示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
蘇
轍
の
『
道
德
經
』
注
釈
に
就
い
て

は
、
拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
。

pp.420-425

）
を
参
照
。

（
6
） 

高
中
華
校
注
も
「『
經
史
疏
』
蓋
廣
引
經
史
之
説
以
爲
『
聃
經
』

佐
證
。
是
書
今
不
在
」（p.1

）
と
注
記
す
る
。

（
7
） 『
集
解
』（
後
序/02/b/01

）。
高
中
華
校
注
は
「
繁
畤
、
地
名
、

西
漢
時
置
縣
、
治
所
在
今
山
西
繁
畤
。
繁
畤
地
處
滹
水
之
首
、
古
有

滹
源
之
稱
」
と
注
記
す
る
（p.276

）。

（
8
） 

王
利
器
撰
『
新
編
諸
子
集
成　

文
子
疏
義
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
〇
年
）。
以
下
、
紙
幅
の
関
係
上
、
四
子
は
原
著
の
頁
数
の

み
を
示
す
。

（
9
） 「
南
華
經
曰
、
生
而
不
有
」（『
集
解
』02/06b/09

）
は
「（
成
玄
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の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、）

30
（

そ
こ
に
は
一
つ
の
傾
向
が
窺
え
る
。

そ
れ
は
、
伝
統
的
理
解
に
拠
れ
ば
、
そ
の
撰
者
或
は
撰
述
時
期

が
全
て
唐
以
前
の
文
献
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
西
昇
經
」
の
引
用
は
恐
ら
く
は
現
行
の
北
宋
・
陳
景
元
編
『
西

昇
經
集
註
』
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
喩
林
』
が
引

く
の
は
『
西
昇
經
』
の
本
文
で
あ
り
、
伝
統
的
に
は
老
子
の
弟

子
・
尹
喜
の
撰
と
さ
れ
る
。
又
、
鬼
谷
子
や
張
良
の
『
陰
符
經
』

注
は
、現
行
『
黄
帝
陰
符
經
集
注
』
所
収
に
拠
る
と
思
わ
れ
、『
集

注
』
自
体
は
唐
宋
の
間
の
撰
述
と
目
さ
れ
る
が
、
鬼
谷
子
は
紀

元
前
の
人
物
で
あ
り
、
張
良
も
漢
人
で
あ
る
。
即
ち
、
書
誌
学

的
文
献
撰
述
時
期
で
は
な
く
、
伝
統
的
理
解
で
そ
の
撰
者
・
撰

述
時
期
が
古
い
時
代
と
見
做
さ
れ
る
も
の
が
引
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
喩
林
』
が
『
集
解
』
を
引
用
し
た
の
は
、

四
子
が
老
子
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
重
く
見
た
た
め
と

思
わ
れ
、
そ
れ
は
又
、
唐
・
玄
宗
詔
の
立
場
が
思
想
史
上
依
然

と
し
て
効
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。『
喩

林
』
は
『
集
解
』
を
唐
ま
で
の
道
教
を
保
存
す
る
一
資
料
と
見

做
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
世
の
こ
う
し
た
情
況
を
鑑
み

る
と
、
老
子
及
び
四
子
を
一
纏
ま
り
と
見
る
例
と
し
て
は
、『
集

解
』
は
比
較
的
早
期
の
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
集
解
』
は
「
四
子
」
と
称
す
る
も
の
の
、
実
際
は
『
文
子
』

（18）

と『
莊
子
』の
引
用
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。『
道
德
經
』と『
莊
子
』

を
相
互
に
参
照
す
る
の
が
一
般
的
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、『
集
解
』
の
特
色
は
『
文
子
』
を
多
く
引
用
す
る
点
に
あ

る
と
す
べ
き
で
あ
る
。『
道
德
經
』
注
釈
史
上
の
『
文
子
』
の

意
義
に
就
い
て
は
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、）

31
（

『
文
子
』
を

引
く
最
も
早
い
『
道
德
經
』
注
釈
は
五
代
・
杜
光
庭
『
道
德
眞

經
廣
聖
義
』
で
あ
り
、『
文
子
』
を
引
用
す
る
唐
・
宋
の
『
道

德
經
』注
釈
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。そ
し
て
、そ
の
大
半
は「
無

爲
」
の
説
明
と
し
『
文
子
』
を
引
く
。
こ
れ
ら
唐
宋
の
注
釈
と

比
べ
る
な
ら
ば
、『
集
解
』
は
よ
り
全
面
的
に
『
文
子
』
を
引

用
し
、
そ
の
「
無
爲
」
の
理
解
も
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。『
集
解
』
に
は
仏
教
思
想
の
影
響
は
見
ら
れ
ず
、
煉

丹
的
解
釈
も
な
く
、
三
教
一
致
に
も
全
く
言
及
し
な
い
。『
道

德
經
』
注
釈
と
し
て
は
原
点
回
帰
的
な
注
釈
と
言
う
こ
と
が
出

来
る
が
、
そ
れ
は
、
唐
代
以
来
の
四
子
観
念
を
継
承
し
、
宋
代

ま
で
の
『
道
德
經
』
注
釈
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
敢
え
て

そ
れ
ら
と
一
線
を
画
そ
う
と
し
た
結
果
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
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以
後
の
撰
述
と
目
さ
れ
る
『
上
方
大
洞
眞
元
妙
經
品
』
の
「
洞

眞
經
邍
品
」
に
於
い
て
、「
神
峰
先
生
」
は
『
道
德
經
』『
通
玄

眞
經
文
子
』『
洞
靈
眞
經
亢
倉
子
』『
沖
虛
至
德
眞
經
列
子
』『
南

華
眞
經
莊
子
』
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
も
又
老
子
と
四
子
を

一
ま
と
ま
り
と
見
る
例
と
言
え
よ
う

）
23
（

。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
は
、
寇
氏
の
活
動
時
期
の
四
子
の

情
況
を
窺
え
る
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。『
集
解
』「
序
」
よ
り

四
十
数
年
遡
る
金
朝
天
会
十
五
年
（
一
一
三
七
）、張
嗣
京
は
「
威

州
新
建
威
儀
司
三
清
殿
記
」
で
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

粤
自
猶
龍
驅
車
而
西
邁
、
關
尹
望
氣
而
授
書
、
首
播
玄
風
、

用
警
聾
俗
、
莊
・
列
相
繼
、
益
闈
妙
理
。
大
概
以
虛
無
自

然
爲
宗
、
清
靜
無
爲
爲
趣
。
爾
後
、
天
機
泄
秘
、
乃
三
境
、

十
極
之
號
…
…
（『
全
遼
金
文
』、p.1272
）。

「
虛
無
自
然
、
清
靜
無
爲
」
か
ら
出
発
し
て
道
教
は
様
々
な
内

容
へ
と
展
開
し
て
行
っ
た
と
は
、北
宋
以
来
の
常
套
表
現
だ
が

）
24
（

、

こ
こ
で
は
、
そ
の
最
も
原
初
の
在
り
方
は
「
老
子
↓
關
尹
子
↓

莊
子
・
列
子
」
と
繼
承
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
「
文
子
」
の
名
は
見
ら
れ
ず
、
金
朝
に
於
け
る
『
文

子
』
の
具
体
的
受
容
状
況
は
や
は
り
よ
く
分
か
ら
な
い

）
25
（

。

　
『
集
解
』
以
後
の
情
況
と
し
て
は
、
蒙
古
乃
馬
真
后
三
年

（
一
二
四
四
）
に
元
好
問
が

県
（
現
在
の
山
西
省
原
平
市
）
鳳
凰
山

の
来
儀
観
を
訪
れ
た
際
、観
附
近
に
は
「
四
子
峰
」
が
有
っ
た
。

彼
は
「
四
子
峰
有
莊
・
列
・
亢
倉
・
文
子
祠
、
土
人
便
謂
向
上

諸
人
皆
嘗
隱
於
此
」（
元
好
問
「
兩
山
行
記
」

）
26
（

）
と
述
べ
、
遅
く
と

も
金
末
元
初
の

県
に
は
四
子
を
祀
る
祠
が
有
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
更
に
は
、
元
朝
大
徳
六
年
（
一
三
〇
二
）
立
石
の
「
勅

封
東
華
五
祖
七
眞
碑
」は「
全
眞
祖
宗
之
圖
」の
題
目
の
下
、「
太

上
老
君
」
か
ら
全
真
七
真
人
に
至
る
系
譜
を
記
す
。
そ
こ
に
は

「
金
闕
玄
元
上
德
皇
帝
太
上
老
君
、
無
上
眞
人
關
令
尹
、
太
極

眞
人
徐
甲
、
通
玄
眞
人
文
子
、
洞
靈
眞
人
亢
倉
子
、
冲
虛
眞
人

列
子
、
南
華
眞
人
莊
子
、
東
華
紫
府
少
陽
帝
君
、
正
陽
開
悟
傳

道
眞
君
鍾
離
、
純
陽
演
正
警
化
眞
君
呂
、
海
蟾
明
悟
弘
道
眞
君

劉
、重
陽
全
眞
開
化
眞
君
王
」
と
見
ら
れ
、四
子
は
「
太
上
老
君
」

か
ら
全
真
教
開
祖
王
重
陽
に
至
る
全
真
教
系
譜
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
。）

27
（

本
碑
撰
述
の
意
図
は
王
重
陽
道
法
の
源
流
を
「
太

上
老
君
」
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
後
世
全
真
教
も
又

老
子
と
四
子
を
重
視
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。）

28
（

　

更
に
は
、
明
・
徐
大
元
『
喩
林
』
は
『
集
解
』
そ
の
も
の
を

引
く
。『
喩
林
』が
引
く
道
教
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
現
行『
道
藏
』

所
収
文
献
に
対
応
個
所
を
確
認
出
来
、『
喩
林
』
が
か
な
り
の

精
度
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。）

29
（

『
喩
林
』
が
引
く
道

教
文
献
は
現
在
の
学
術
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
様
々
な
時
代
の
も

（17）
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道
、聖
人
無
爲
之
德
也
。
故
曰
、夫
恬
淡
寂
寞
、虛
靜
無
爲
、

比
天
地
之
平
、
道
德
之
質
也
。
聖
人
休
慮
息
心
、
平
易
恬

淡
、
則
憂
患
不
能
入
、
邪
氣
不
能
襲
。
故
其
德
全
而
神
不

虧
、
年
壽
長
矣
。
故
純
粹
而
不
雜
、
靜
一
而
不
變
、
淡
而

無
爲
、
此
養
神
之
道
也
﹈（『
集
解
』02/21a/08

）。

『
莊
子
』「
刻
意
」（『
莊
子
集
解
』p.535

以
下
）
に
拠
る
本
注
は
、「
導

引
」
を
実
践
せ
ず
し
て
「
壽
」
で
あ
っ
た
「
古
士
」
を
「
忘
心

養
神
」「
有
道
守
靜
」
を
達
成
し
た
者
と
す
る
。
こ
れ
が
「
聖

人
無
爲
之
德
」
に
他
な
ら
な
い
。「
忘
心
」
に
よ
り
「
恬
淡
」

を
維
持
す
る
こ
と
で
「
憂
患
・
邪
氣
」
の
干
渉
を
防
ぎ
、「
德
・
神
」

を
全
う
す
る
こ
と
で
「
壽
長
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
忘
心
養
神
」「
有
道
守
靜
」
が
肝
要
と
さ
れ
、そ
れ
が
『
莊
子
』

の
言
う
「
純
粹
而
不
雜
、靜
一
而
不
變
、淡
而
無
爲
」（『
同
』p.544

）

に
他
な
ら
な
い
。「
恬
淡
」「
無
爲
」
に
就
い
て
は
、『
文
子
』「
道

原
」（『
文
子
疏
義
』p.10

）
に
拠
り
、「
通
玄
經
曰
、
是
以
大
丈
夫
、

恬
然
無
思
、
淡
然
無
慮
、
行
乎
無
路
、
遊
乎
無
怠
、
出
乎
無
門
、

入
乎
無
房
。
屬
其
精
神
、
偃
其
知
見
、
則
内
修
其
本
、
不
外
飾

其
末
。
道
德
無
爲
也
」（『
集
解
』05/13a/06

）
と
、
内
側
で
根
本

を
修
め
、
外
界
の
些
末
な
事
象
に
捉
わ
れ
な
い
こ
と
と
し
て
も

言
わ
れ
て
い
る
。『
集
解
』
に
見
ら
れ
る
「
養
神
」
は
、『
莊
子
』

を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、『
集
解
』
の
基
本
的
立
場
と
一
貫
性
が

有
る
も
の
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　

結
語

　

四
子
を
一
つ
の
纏
ま
り
と
見
做
す
の
は
、
実
質
上
、
唐
・
玄

宗
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
詔
よ
り
始
ま
る

）
19
（

。
寇
氏
が
四
子
を

老
子
の
教
え
を
継
承
す
る
戦
国
時
代
の
人
物
と
本
気
で
見
做
し

て
い
た
と
は
些
か
考
え
に
く
い
が

）
20
（

、「
序
」
か
ら
窺
え
る
様
に
、

四
子
の
権
威
を
借
り
て
『
道
德
經
』
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
先
行
時
代
の
老
子
と
四
子
に
関
す
る
観
念
を
継
承
す
る
も

の
で
は
あ
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
。

　

老
子
と
並
べ
て
荘
子
・
文
子
・
列
子
・
亢
倉
子
を
重
視
す
べ

き
と
の
立
場
は
、
北
宋
の
史
料
に
も
見
出
し
得
る
。

政
和
七
年
八
月
一
日
、
宣
和
殿
大
學
士
蔡
攸
言
、
莊
・
列
・

亢
桑
・
文
子
、
皆
著
書
以
傳
後
世
、
有
唐
號
爲
經
、
並
列

藏
室
。
宋
朝
始
加
莊
・
列
南
華
・
沖
虛
之
號
、
以
其
書
入

國
子
學
。
而
亢
桑
子
・
文
子
未
聞
頒
行
。
乞
取
其
書
、
於

秘
書
省
精
加
讎
定
、
列
於
國
子
學
之
籍
、
與
莊
・
列
並
行
。

從
之
（『
宋
會
要
輯
稿
』「
崇
儒
四
」）

）
21
（

。

蔡
攸
が
『
亢
桑
子
』『
文
子
』
を
『
莊
子
』『
列
子
』
と
同
様
に
「
國

子
之
籍
」
に
列
す
べ
く
上
奏
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
子
と
し

て
の
纏
ま
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

）
22
（

。
又
、
金
代

（16）



熊 本 県 立 大 学 文 学 部 紀 要 　　第 25巻　　　201966

不
變
、
靜
之
至
也
。
所
謂
無
爲
者
、
非
謂
其
引
之
不
來
、

推
之
不
去
、
迫
而
不
應
、
感
而
不
動
、
堅
滯
而
不
流
、
捲

握
而
不
散
。
謂
其
私
好
不
害
於
公
道
、邪
欲
不
傷
於
正
德
。

故
常
虛
而
無
爲
、
見
素
抱
樸
、
不
與
物
雜
。
謂
之
曰
無
爲

（『
集
解
』02/04b/01

）。

本
注
は
『
文
子
』「
道
德
」
と
「
自
然
」
の
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
結
び
付
け
（『
文
子
疏
義
』p.231, p.368

）、「
無
爲
」
は
「
守
靜
」

を
意
味
し
、そ
の「
靜
」を「
一
而
不
變
」と
定
義
す
る
。「
無
爲
」

＝
「
靜
」
と
は
、「
引
之
不
來
、
推
之
不
去
、
…
…
」
等
と
言

わ
れ
る
様
な
あ
ら
ゆ
る
働
き
か
け
を
停
止
し
た
状
態
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
私
好
」
に
よ
っ
て
「
公
道
」
を
損
な
わ

ず
、「
邪
欲
」
に
よ
っ
て
「
正
德
」
を
乱
さ
な
い
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、「
素
樸
」
を
維
持
し
て
「
物
」
と
妄
り
に

混
雑
し
な
い
こ
と
に
も
相
当
す
る
。
即
ち
「
無
爲
」
と
は
、「
私

欲
」
と
「
公
道
」
等
を
混
乱
さ
せ
な
い
身
の
処
し
方
を
定
義
す

る
も
の
と
言
え
る
。
又
、
既
に
見
た
様
に
、『
莊
子
』
に
基
づ

く
「
無
爲
治
其
内
、
而
不
有
爲
治
其
外
」
の
句
も
度
々
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
が
、「
無
爲
」に
よ
っ
て「
内
」を
修
め
る
と
は
、「
通

玄
經
曰
、
爲
正
之
本
、
在
去
聲
色
。
君
子
行
正
氣
、
小
人
行
邪

氣
。
内
便
於
性
、
外
合
於
義
、
循
理
而
動
、
不
繫
於
物
者
、
正

氣
也
。
推
於
滋
味
、
淫
於
聲
色
、
不
顧
後
患
者
、
邪
氣
也
」（『
集

解
』02/11a/04

）
と
、
内
面
で
は
そ
の
「
性

も
ち
ま
え」
に
従
い
、
外
側
に

対
し
て
は
「
義
」
に
従
い
、「
理
」
を
遵
守
し
て
「
物
」
に
捉

わ
れ
な
い
。
こ
れ
が
「
正
氣
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
、「
滋
味
・
聲
色
」
を
貪
り
、
そ
の
悪
影
響
を
一
顧
だ
に
し

な
い
こ
と
、
そ
れ
が
「
邪
氣
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
る
。
本
注

も
、「
行
正
氣
・
行
邪
氣
」
と
い
う
表
現
を
と
り
つ
つ
も
、「
内
・

外
」
に
対
す
る
主
体
の
在
り
方
で
「
正
・
邪
」
を
論
じ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、「
通
玄
經
曰
、
古
者
至
人
之
治
也
、

棄
其
聰
明
、
滅
其
文
章
、
即
合
於
神
明
無
爲
之
道
。
神
眀
得
其

内
者
、
五
藏
寧
、
思
慮
平
、
筋
骨
勁
強
、
耳
目
聰
明
、
堅
強
而

不
匱
、無
所
不
逮
」（『
集
解
』01/09b/08

）
と
、『
文
子
』「
道
原
」（『
文

子
疏
義
』p.14, p.37

）
に
拠
る
本
注
は
、
後
半
で
身
体
的
安
寧
に

言
及
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
結
果
に
過

ぎ
ず
、
よ
り
重
要
な
の
は
「
神
明
無
爲
之
道
」
と
一
体
と
な
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

本
論
冒
頭
で
「
序
」
か
ら
寇
氏
が
煉
丹
修
仙
的
立
場
か
ら
離

れ
た
経
緯
を
見
た
。
し
か
し
、外
的
「
學
」
を
否
定
し
、「
無
爲
」

の
実
現
を
追
及
し
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
修
真
的
発
想
は
有

る
は
ず
で
あ
ろ
う
。『
集
解
』に
は「
養
神
」の
語
が
見
ら
れ
る
。

致
虛
極
章
第
十
六
﹇
此
章
南
華
經
、
古
士
不
導
引
而
壽
、

無
不
忘
、
心
養
神
也
、
無
不
有
、
道
守
靜
也
。
此
天
地
之

（15）
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…
…
服
此
道
者
、不
欲
盈
也
」（『
集
解
』03/15a/03

）、「
通
玄
經
曰
、

…
…
是
以
至
人
不
見
可
欲
、心
與
神
處
、靜
而
體
德
、動
而
理
通
」

（『
同
』04/09b/02

）、「
通
玄
經
曰
、
…
…
不
分
爭
而
財
足
、
聖
人

淳
樸
而
不
散
、
淡
然
無
欲
、
而
民
自
樸
」（『
同
』04/10b/03

）、「
通

玄
經
曰
、
…
…
不
求
故
能
得
、
不
行
故
能
坐
。
天
地
之
道
、
無

爲
而
備
、
不
求
而
得
」（『
同
』08/16b/01

）
等
と
、
本
句
の
引
用

に
続
け
て
為
政
者
自
身
の
無
執
著
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。

（
五
）、「
不
動
胸
中
則
正
、
正
則
虛
靜
、
無
爲
而
無

不
爲
也
」

　

こ
の
句
は
『
莊
子
』「
庚
桑
楚
」（『
莊
子
集
釋
』p.810

）
に
拠

る
。『
莊
子
』
で
は
「
志
↓
心
↓
德
↓
道
」
と
徐
々
に
議
論
は

本
質
的
な
も
の
へ
と
進
み
、
こ
れ
ら
を
妨
げ
る
「
六
者
」
を
取

り
去
る
こ
と
で
「
胸
中
」
は
「
正
」
と
な
り
、「
正
↓
靜
↓
明

↓
虛
」の
段
階
を
経
て「
無
爲
而
無
不
爲
」に
至
る
と
説
く
。『
集

解
』
は
こ
の
句
に
「
古
・
古
聖
」
等
の
主
語
を
加
え
、
多
く
章

題
注
に
於
い
て
引
用
す
る
。
更
に
は
、こ
れ
ら
章
題
注
で
は「
勃

志
」
を
否
定
す
る
「
毁
志
之
勃
」
が
特
に
強
調
さ
れ
、「
六
者
」

の
中
で
も
最
も
基
本
的
な
階
段
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
例
え
ば
、

持
而
盈
之
章
第
九
﹇
此
章
通
玄
經
言
、
末
世
天
子
公
侯
而

志
驕
、
用
心
奢
廣
、
不
可
長
久
。
驕
奢
亡
國
也
。
南
華
經

曰
、
古
聖
毁
志
之
勃
。
富
貴
驕
奢
二
者
、
勃
志
也
。
不

動
胸
中
則
正
、
正
則
虛
靜
、
無
爲
而
無
不
爲
也
﹈（『
集
解
』

02/01a/03

）。

と
見
ら
れ
る
の
は
、「
末
世
天
子
」
の
「
志
が
驕お

ご

」
り
奢
侈
に

走
る
の
を
戒
め
る
目
的
で
、「
古
聖
」
の
「
毁
志
之
勃
」
に
言

及
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
不
動
胸
中
則
正
、
正
則
虛
靜
無

爲
而
無
不
爲
也
」
を
述
べ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
所
は

先
の
「
法
於
江
海
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
、『
集
解
』
の
常
用
句
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
何

れ
も
「
道
」
の
在
り
方
を
意
味
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
「
古
」

時
の
為
政
者
の
在
る
べ
き
為
政
の
在
り
方
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
常
用
句
は
何
れ
も
「
無
爲
」
の
語

を
含
み
、
寇
氏
が
為
政
者
の
在
り
方
と
し
て
「
無
爲
」
を
重
視

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

寇
氏
「
自
序
」
が
「
空
性
」
に
偏
る
『
道
德
經
』
解
釈
を
批

判
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
様
に
、『
集
解
』が
言
う「
無

爲
」
は
所
謂
る
虚
無
空
性
の
「
無
爲
」
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

通
玄
經
曰
、
太
古
道
人
、
體
守
無
爲
。
曰
、
無
爲
者
、
守

靜
也
。
守
靜
能
爲
天
下
王
。
清
靜
者
、
道
之
鑒
也
。
一
而
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（
四
）、「
古
之
善
爲
君
者
、
法
於
江
海
。
江
海
無
爲
、

爲
天
下
谷
、
其
德
乃
足
」

　

こ
の
句
は
『
文
子
』「
自
然
」（『
文
子
疏
義
』p.355

）
が
、「
古
」

の
「
君
」
は
「
江
海
」
の
「
無
爲
」
に
倣
う
こ
と
で
却
っ
て
大

き
な
働
き
を
成
し
遂
げ
、「
天
下
谿
谷
」
と
な
る
こ
と
で
「
德
」

が
完
全
と
な
っ
た
と
述
べ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
の
句
自
体
が
主

題
と
な
る
第
六
十
六
章
題
注
で
は
、

江
海
爲
百
谷
王
章
第
六
十
六
﹇
此
章
通
玄
經
言
、
上
古
聖

人
、
以
道
鎭
之
、
退
而
勿
有
。
法
於
江
海
、
不
爲
其
大
、

功
名
自
化
、
故
能
成
其
王
。
人
之
情
性
、
心
服
於
德
、
不

服
於
力
、
德
在
讓
、
不
在
爭
。
是
以
古
之
聖
人
、
欲
貴
於

人
者
、
先
貴
於
人
。
欲
尊
於
人
者
、
先
尊
於
人
。
欲
勝
人

者
、
先
自
弱
。
欲
卑
人
者
、
先
自
卑
。
故
貴
賤
尊
卑
、
道

以
制
之
﹈（『
集
解
』09/03b/03

）。

「
德
」
に
は
従
い
譲
り
「
力
」
に
は
背
き
争
う
と
い
う
人
の
「
情

性
」
の
一
般
的
傾
向
に
基
づ
き
、他
者
を
尊
び
優
先
す
る
「
德
」

を
示
す
こ
と
で
、
そ
の
統
治
は
完
遂
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
上

古
聖
人
」
は
「
道
を
以
っ
て
之
を
鎭
め
」、
自
身
の
行
為
と
そ

の
成
果
に
は
執
着
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
江
海
」
に
倣
う

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
統
治
方
法
と
し
て
は
統
治
者
自
身

の
「
欲
」
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
通
玄
經
曰
、

…
…
智
詐
萌
生
、
盜
賊
多
有
、
上
多
欲
則
下
多
詐
。
以
書

智
生
患
、
以
書
知
備
之
、
譬
猶
撓
水
而
欲
求
清
也
、
難
矣
。

故
以
湯
止
沸
、
沸
乃
益
甚
、
知
其
無
爲
治
之
本
者
去
火
而

己
。
故
曰
我
無
事
而
民
自
治
﹈（『
集
解
』03/04b/06

）。

　
「
書
智
」が
様
々
な
弊
害
を
生
み
出
す
の
に
も
関
わ
ら
ず
、「
後

世
之
民
」
は
「
書
智
」
に
よ
っ
て
そ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
は
濁
っ
た
水
を
澄
ま
す
た
め
に
更
に
掻
き
混
ぜ
る
様
な
も

の
で
、
原
因
の
究
明
と
対
処
方
法
と
を
誤
っ
て
い
る
。
あ
た
か

も
湯
を
加
え
て
沸
騰
す
る
湯
を
冷
ま
そ
う
と
す
る
様
に
、
逆
効

果
で
あ
る
。「
無
爲
」
に
よ
っ
て
治
め
る
と
は
「
火
」
を
止
め

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
上
」
に
在
る
者
が
「
欲
」
を
解

消
す
る
こ
と
で
「
下
」
に
居
る
者
の
「
詐
」
を
自
ず
と
消
滅
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
我
無
事
而
民
自
治
」
に
他
な
ら

な
い
。
こ
の
様
に
、「
上
」に
在
る
者
の
統
治
の
方
法
と
し
て「
無

為
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
で
本
句
は
多
く
用
い

ら
れ
る

）
18
（

。
上
に
在
る
者
が
「
無
欲
」
で
あ
れ
ば
、
下
に
居
る
者

が
自
然
と
感
化
さ
れ
る
と
い
う
、
道
家
の
統
治
哲
学
と
し
て
は

普
遍
的
な
立
場
を
、
寇
才
質
は
「
古
」
時
の
優
れ
た
在
り
方
に

関
わ
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
る
点
に
、
注
釈
と
し
て
の
一
貫

性
が
窺
え
る
。
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を
生
成
す
る
不
可
思
議
な
働
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
無
爲
之
大

道
」
の
働
き
に
他
な
ら
な
い
た
め
、「
神
明
無
爲
之
道
」
と
熟

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
道
德
經
』
第
五
十
一
章
注
で
は
、
本
文
「
生
而
不
有
、
爲

而
不
恃
、
長
而
不
宰
」
に
対
し
て
、『
文
子
』
の
句
を
少
し
ず

つ
変
え
な
が
ら
引
く
。
冒
頭
部
分
の
み
を
見
る
と「
通
玄
經
曰
、

大
常
之
道
、
生
物
而
不
有
。
其
生
物
也
、
莫
見
其
所
養
而
萬
物

長
、
此
之
謂
神
明
無
爲
之
道
也
。
沖
虛
經
曰
、
…
…
」（『
集
解
』

07/08a/08

）
と
、「
大
常
之
道
」
は
万
物
を
生
み
育
み
な
が
ら
も
、

そ
の
「
大
常
之
道
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
。
こ
の

様
な
「
大
常
之
道
」
の
働
き
が
「
神
明
無
爲
之
道
」
で
あ
る
。

続
け
て
引
か
れ
る
『
列
子
』「
天
瑞
」
の
主
旨
は
、「
天
地
・
聖

人
・
萬
物
」
の
個
々
の
働
き
に
は
限
界
が
有
る
た
め
役
割
分
担

が
不
可
欠
と
な
り
、
そ
の
結
果
「
有
生
・
有
形
・
有
聲
・
有
色
・

有
色
・
有
味
」
等
の
差
異
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
差
別

相
を
持
つ
万
物
を
生
み
出
す
よ
り
根
源
的
造
化
の
働
き
を
想
定

す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
が
「
有
生
生
・
有
形
形
・
有
聲
聲
・

有
色
色
・
有
味
味
」
で
あ
る
。
差
別
相
を
持
つ
万
物
は
生
滅
を

繰
り
返
す
不
常
の
存
在
だ
が
、
そ
れ
等
を
生
み
出
す
よ
り
包
括

的
造
化
は
「
未
嘗
終
・
未
嘗
有
・
未
嘗
發
・
未
嘗
顯
・
未
嘗
呈
」

と
個
別
相
を
超
え
た
「
無
爲
之
識
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

造
化
の
働
き
は
却
っ
て
様
々
な
個
別
相
へ
の
展
開
を
可
能
と
す

る
、『
列
子
』
は
こ
の
様
に
述
べ
る

）
17
（

。『
集
解
』
は
『
列
子
』
の

よ
り
包
括
的
働
き
を
意
味
す
る
文
を
以
っ
て
「
神
明
無
爲
」
の

説
明
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
三
）、「
無
爲
治
之
本
者
、
去
火
而
已
」

　

こ
の
句
は『
文
子
』「
上
禮
」（『
文
子
疏
義
』p.521

）の
内
容
に「
無

爲
治
之
本
者
」
の
句
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
人
が
社
稷
を
失

う
、
人
に
殺
さ
れ
る
、
笑
い
者
と
な
る
、
こ
れ
ら
の
根
本
原
因

は
欲
に
在
る
。
夏
に
は
有
用
な
扇
も
冬
に
は
無
用
と
な
り
、
冬

に
は
有
用
な
裘

か
わ
ご
ろ
もも
夏
に
は
無
用
と
な
る
。
如
何
に
価
値
の
有

る
物
も
何
れ
は
無
価
値
の
塵
芥
へ
と
化
す
。
だ
か
ら
、
物
へ
の

執
着
は
毛
程
の
意
味
も
無
い
。
沸
騰
し
て
い
る
湯
を
冷
ま
す
の

に
熱
湯
を
加
え
れ
ば
却
っ
て
更
に
沸
く
だ
け
で
、
根
本
を
把
握

す
る
者
は
火
を
止
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
聖
人
は
欲
の
原
因

と
な
る
物
に
執
着
せ
ず
、
欲
の
根
源
を
取
り
去
る
べ
く
事
物
を

簡
素
化
す
る
、と
い
う
の
が
『
文
子
』
の
内
容
で
あ
る
。『
集
解
』

第
十
九
章
題
注
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

絶
聖
棄
智
章
第
十
九
﹇
此
章
通
玄
經
言
、
古
者
聖
人
立
敎

施
政
、
必
察
其
終
始
、
見
其
造
恩
。
後
世
之
民
、
知
書
而

道
衰
、
知
數
而
德
衰
、
知
契
券
而
信
衰
、
知
機
械
而
實
衰
。
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第
一
章
題
注
は
「
南
華
眞
經
」
に
拠
る
と
す
る
が
、
そ
の
他

の
例
は
全
て
『
文
子
』
の
引
用
に
続
け
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、

寇
の
意
識
と
し
て
は
寧
ろ
『
文
子
』
と
強
く
結
び
付
い
て
い
る
。

「
通
玄
經
曰
、
無
名
則
無
形
、
大
道
無
形
、
即
靜
而
無
爲
、
大

常
之
道
、
不
道
之
道
、
芒
乎
大
哉
。
此
之
謂
天
府
、
大
道
無
敎

也
」（『
集
解
』01/02a/04

）
は
『
文
子
』「
精
誠
」「
道
原
」
に
拠

る
が
（『
文
子
疏
義
』p.91, p.38

）、『
文
子
』
は
、「
大
道
」
が
「
無
爲
」

で
あ
る
と
は
、
万
物
の
根
源
が
「
無
形
・
無
音
」
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
、「
眞
人
」
は
そ
れ
に
拠
っ
て
「
靈
府
」
に
通
じ
「
造

化
」
と
一
体
と
な
り
、
そ
の
「
化
」
は
「
神
」
の
如
く
素
早
く

な
る
、
具
体
性
を
備
え
な
い
こ
の
「
不
道
之
道
」
こ
そ
が
何
よ

り
も
偉
大
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
「
天
府
・
大
道
無
敎
」

の
句
を
加
え
た
の
が
『
集
解
』
の
注
で
あ
る
。

　
『
集
解
』の
次
の
題
注
も
又
、『
文
子
』「
精
誠
」の「
不
言
之
言
、

芒
乎
大
哉
」
の
句
を
踏
ま
え
る
。

天
下
皆
知
章
第
二
﹇
此
章
通
玄
經
言
、聖
人
者
通
於
靈
府
、

與
造
化
者
爲
人
、
執
玄
德
於
心
、
而
化
馳
若
神
、
無
一
言

而
大
動
天
下
、
是
以
天
心
動
化
者
也
。
是
故
不
言
之
敎
、

芒
乎
大
哉
。
不
言
之
辯
、
不
道
之
道
、
若
或
通
焉
、
謂
之

天
府
。
大
道
無
爲
、
天
地
不
言
之
敎
、
萬
物
自
化
、
不
用

小
成
、
美
有
爲
言
、
民
惡
不
善
也
﹈（『
集
解
』01/03b/10

）。

聖
人
は
「
靈
府
」
の
奥
底
に
通
じ
造
化
と
一
体
と
な
り
、
そ
の

心
に
奥
深
い
徳
を
抱
く
。
そ
の
徳
化
は
不
可
思
議
で
あ
り
、
一

言
も
発
す
る
こ
と
な
く
し
て
天
下
を
大
い
に
動
か
す
。
こ
の
こ

と
は
「
天
心
」
が
天
下
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
「
不
言
之
敎
」
は
偉
大
で
あ
り
、「
不
言
之
辯
」
こ
そ

が
無
限
の
「
道
」
な
の
で
あ
る
。
即
ち
『
道
德
經
』
第
二
章
の

主
旨
を
、「
大
道
」
の
「
無
爲
」
と
一
体
と
な
っ
た
「
聖
人
」

は
一
言
も
発
す
る
こ
と
無
く
し
て
大
い
に
万
物
を
動
か
し
得

る
、
そ
れ
が
「
不
言
之
敎
」
で
あ
り
、
そ
の
境
地
に
至
る
こ
と

が
「
天
府
」
に
至
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）、「
神
明
無
爲
之
道
」

　
「
神
明
無
爲
之
道
」
は
こ
の
ま
ま
の
形
で
は
四
子
に
は
見
ら

れ
な
い
。
恐
ら
く
は
『
文
子
』「
精
誠
」
の
「
神
明
」（『
文
子
疏
義
』

p.62

）
の
語
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。『
文
子
』
は
、
万
物
が
様
々

に
変
化
す
る
原
因
は
窺
い
知
れ
ず
、
変
化
の
兆
し
も
確
認
出
来

な
い
が
、
そ
れ
で
も
万
物
は
不
断
に
変
化
す
る
、
そ
れ
が
「
神

明
」
で
あ
る
と
す
る
。
寇
氏
は
こ
の
「
神
明
」
の
語
と
「
無
爲

之
道
」
を
結
び
け
る
。「
通
玄
經
曰
、道
生
物
也
、莫
見
其
所
養
、

而
萬
物
長
。
此
之
謂
神
明
無
爲
之
道
」（『
集
解
』01/07a/02

）と
、『
文

子
』「
精
誠
」
に
加
筆
し
た
注
が
示
す
様
に
、「
神
明
」
は
万
物
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傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
特
に
多
用
さ
れ
る
も
の
に
就
い
て

以
下
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
（
一
）、「
大
道
無
爲
、
天
地
不
言
之
大
敎
」

　
「
天
府
」
と
称
さ
れ
る
「
大
道
無
爲
、
天
地
不
言
之
大
敎
」

の
句
を
『
集
解
』
は
『
莊
子
』
に
拠
る
と
す
る
。『
莊
子
』
に

は「
天
地
無
爲
也
而
無
不
爲
也
」（『
莊
子
集
釋
』「
至
樂
」p.612

）、「
夫

知
者
不
言
、言
者
不
知
、故
聖
人
行
不
言
之
敎
」（『
同
』「
知
北
遊
」

p.731

）、「
孰
知
不
言
之
辯
、
不
道
之
道
。
若
有
能
知
、
此
之
謂

天
府
」（『
同
』「
齊
物
論
」p.83

）等
が
見
ら
れ
る
。「
天
府
」の
語
は
、

唐
・
成
玄
英
疏
が
「
自
然
之
府
藏
」（『
同
』「
齊
物
論
」p.88

）
と

述
べ
る
等
、
万
物
を
生
み
出
す
根
源
、
万
物
が
回
帰
す
べ
き
根

源
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
大
道
無
爲
、
天
地
不
言
之
大
敎
」

が
全
て
の
教
え
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
天
府
」
と
も

称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
文
子
』
も
ま
た
「
天
府
」
の
語
を
用
い
る
。『
集
解
』
第
一

章
「
有
名
萬
物
之
母
」
の
注
は
「
通
玄
經
曰
、
有
名
則
有
形
、

天
地
有
形
、
即
靜
而
不
言
。
大
常
之
言
、
不
言
之
言
、
芒
乎

大
哉
。
此
之
謂
天
府
、
天
地
無
言
也
」（『
集
解
』01/02a/08

）
と

言
う
。
引
用
冒
頭
個
所
は
通
行
本
『
文
子
』
に
は
対
応
個
所
を

確
認
出
来
な
い
が
、「
不
言
之
敎
」
を
体
得
し
た
「
聖
人
」
の

徳
が
万
民
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
か
ら
、「
不
言
之
敎
」
の
偉
大
さ

を
述
べ
た
『
文
子
』「
精
誠
」
の
「
聖
人
在
上
、
懷
道
而
不
言
、

澤
及
萬
民
、故
不
言
之
敎
、芒
乎
大
哉
」（『
文
子
疏
義
』p.67

）
と
、

こ
の
「
道
」
に
基
づ
く
「
至
人
之
治
」
の
在
り
方
を
意
味
す
る

「
下
德
」
の
「
不
言
之
辯
、不
道
之
道
、若
或
通
焉
、謂
之
天
府
」

（『
同
』p.409

）
と
を
併
せ
た
も
の
に
相
当
し
よ
う
。「
天
府
」
に

就
い
て
は
、徐
霊
府
注
が「
樸
散
亡
本
、故
聖
人
有
作
而
調
飾
之
、

使
反
修
其
業
、通
乎
自
然
、藏
於
天
府
、取
之
不
減
、與
之
不
盈
」

（『
同
』p.409

）
と
、「
自
然
」
そ
の
も
の
で
あ
る
「
道
」
の
不
変
性
・

恒
常
性
を
示
す
語
と
解
釈
し
て
い
る
。『
集
解
』は
恐
ら
く
成
疏
・

徐
注
を
参
照
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
莊
子
』
と
『
文
子
』
と
に
拠
る
「
大
道
無
爲
、
天
地
不
言

之
大
敎
」
の
句
は
、
既
に
指
摘
し
た
様
に
『
集
解
』
第
一
章
題

注
で
夙
に
引
か
れ
て
い
る
。
一
般
に
『
道
德
經
』
注
釈
は
第
一

章
に
於
い
て
「
常
道
」「
可
道
」
に
説
明
を
加
え
る
の
を
常
と

す
る
が
、『
集
解
』
は
そ
れ
に
代
え
て
「
大
道
無
敎
也
」（『
集
解
』

01/02a/06

）、「
大
道
無
爲
、
自
然
之
妙
也
」（『
同
』01/02b/03

）
等

の
句
を
述
べ
る
。『
集
解
』
に
見
ら
れ
る
本
句
の
使
用
が
概
ね

前
半
に
集
中
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。「
道
」
そ
の

も
の
を
抽
象
的
に
論
ず
る
よ
り
、「
古
」
の
在
り
方
と
し
て
「
無

爲
」
を
論
じ
た
い
と
い
う
寇
氏
の
意
識
で
あ
ろ
う
。
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國
。
此
其
學
也
﹈（『
集
解
』03/07b/07

）。

こ
の
章
題
注
で
注
意
す
べ
き
は
「
得
道
則
學
、
失
道
而
廢
」
の

個
所
で
あ
る
。『
文
子
』
は
「
得
道
則
舉
、
失
道
則
廢
」（『
文
子

疏
義
』p.514

）
と
、「
聖
王
」
の
優
れ
た
統
治
を
意
味
す
る
「
治

之
綱
紀
」
を
示
し
、そ
れ
を
承
け
て
「
道
（
＝
「
治
之
綱
紀
」）」

を
得
れ
ば
そ
の
世
は
治
ま
り
、失
え
ば
廃
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

『
文
子
』
が
言
う
「
立
大
學
以
敎
之
」
は
「
治
之
綱
紀
」
の
一

つ
に
他
な
ら
な
い
。
寇
氏
は
そ
れ
を
「
末
世
立
太
學
而
敎
之
」

と
「
末
世
」
の
否
定
す
べ
き
事
柄
と
読
み
替
え
、「
得
道
則
學
、

失
道
而
廢
」と
書
き
換
え
る
。
即
ち
、「
道
」を
悟
得
す
れ
ば「
學
」

は
自
ず
と
得
ら
れ
る
が
、「
學
」
に
拘
れ
ば
「
道
」
は
失
わ
れ

る
と
、「
道
」
の
悟
得
を
優
先
し
、「
學
」
へ
の
執
着
を
否
定
す

る
の
で
あ
る
。
本
注
は
『
文
子
』
に
拠
り
つ
つ
も
、
そ
の
文
意

を
読
み
替
え
る
こ
と
で
寇
氏
の
価
値
観
を
強
く
反
映
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。『
集
解
』
注
釈
の
典
型
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　

補
足
す
る
な
ら
ば
、「
今
・
古
」
の
図
式
と
関
連
し
て
『
集
解
』

が
多
用
す
る
の
が
「
内
・
外
」
の
整
理
で
あ
る
。「
南
華
經
曰
、

古
之
内
直
、
善
道
無
爲
、
其
一
者
、
與
天
爲
徒
。
今
之
人
外
曲
、

禮
敬
有
爲
、
不
一
者
、
與
人
爲
徒
」（『
集
解
』02/03a/05

）、「
古
」

の
人
は
「
内
直
」
で
「
道
」
を
修
め
て
「
無
爲
」、専
心
に
「
一
」

の
み
を
修
め
て
い
た
の
に
対
し
、「
今
之
人
」
は
「
外
曲
」
で

「
禮
敬
」
を
尊
ん
で
「
有
爲
」、
多
様
な
虚
礼
に
拘
る
と
す
る
。

即
ち
、「
古
」
と
「
今
」
の
人
々
の
在
り
方
自
体
に
「
内
・
外
」、

「
無
爲
・
有
爲
」
の
差
異
を
設
定
し
て
い
る

）
16
（

。
し
か
し
、「
内
」

の
み
を
顧
み
て
「
外
」
を
忘
れ
て
よ
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

「
通
玄
經
曰
、
古
者
聖
人
守
内
而
不
失
外
、
則
胸
腹
充
實
而
嗜

欲
寡
也
」（『
同
』01/09b/02

）
と
、「
胸
腹
」
が
満
ち
れ
ば
「
嗜
欲
」

が
自
ず
と
減
る
様
に
、「
古
」
時
の
「
聖
人
」
は
「
内
」
を
維

持
す
る
こ
と
で
「
外
」
も
損
な
わ
な
か
っ
た
と
述
べ
、
又
「
道

者
萬
物
之
奧
章
第
六
十
二
﹇
此
章
南
華
經
言
、
古
者
聖
人
之
治

也
、
治
外
乎
。
必
先
治
内
、
無
爲
清
靜
、
正
而
後
行
、
確
乎
能

其
事
者
而
已
矣
。
後
世
君
人
者
、
以
己
出
經
式
義
度
、
人
孰
敢

不
聽
而
化
之
、
是
欺
德
也
﹈」（『
同
』08/13b/01

）
と
、「
古
」
時

の
「
聖
人
之
治
」
は
「
内
を
治
」
め
て
「
無
爲
清
靜
」
と
な
る

こ
と
を
優
先
す
る
が
、そ
の
結
果
、「
其
の
事
を
能
」
く
し
た
と
、

外
界
へ
の
対
応
も
可
能
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
後

世
君
人
」
は
「
經
式
義
度
」
の
「
外
」
の
み
に
拘
り
、
そ
の
在

り
方
は
「
欺
德
」
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　

四
、
常
用
表
現

　

上
段
で
確
認
し
た
「
古
」
＝
「
無
」、「
今
」
＝
「
有
」
と
い

う
整
理
に
基
づ
き
、『
集
解
』
に
は
特
定
の
表
現
を
繰
り
返
す
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が
批
判
す
る
「
周
學
」
の
概
念
で
あ
る
。

上
士
聞
道
章
第
四
十
一
﹇
此
章
南
華
經
言
、
古
者
言
惡
乎

隱
而
有
是
非
。
皆
因
周
學
、
言
隱
於
文
華
、
故
有
儒
墨
之

是
非
、
儒
墨
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
以
虧
也
。
周
世
天
下

儒
墨
之
治
方
術
者
多
矣
、
皆
以
其
有
爲
術
學
亂
於
天
下
、

不
可
加
矣
﹈（『
集
解
』06/01a/03

）。

本
題
注
は『
莊
子
』「
齊
物
論
」の「
儒
・
墨
之
是
非
」（『
莊
子
集
釋
』

p.63,p.74

）
に
「
周
學
」
の
語
を
加
え
、「
周
學
」
こ
そ
が
「
是
非
」

の
議
論
を
生
み
出
し
、
そ
の
こ
と
で
「
儒
・
墨
之
是
非
」
が
喧

し
く
な
り
「
道
」
が
失
わ
れ
、「
有
爲
術
學
が
天
下
を
亂
」
し

た
と
す
る
。「
南
華
經
曰
、今
周
學
智
巧
文
華
、不
足
以
定
天
下
、

民
難
治
矣
」（『
集
解
』09/01b/06

）、「
民
之
饑
章
第
七
十
五
﹇
此

章
南
華
經
言
、
周
學
好
智
而
無
道
、
則
天
下
亂
矣
…
…
。
今
周

學
民
巧
、難
治
也
、而
作
是
章
焉
﹈（『
同
』10/06a/01
）
等
も
『
莊

子
』「
胠
篋
」（『
莊
子
集
釋
』p.359

）
の
原
典
に
は
無
い
「
周
學
」

の
語
を
加
え
て
「
今
」
の
学
の
在
り
方
を
批
判
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
「
周
學
」
の
語
の
批
判
的
用
法
は
独
特
だ
が
、「
三
王
」
以
降

の
「
尚
文
學
」
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
質
上
は
三
代

の
学
術
に
対
す
る
批
判
と
言
え
よ
う
。
金
朝
の
学
術
に
は
、
儒

学
を
重
視
し
、
科
挙
体
制
を
整
備
し
、
礼
制
研
究
を
充
実
さ
せ
、

三
代
を
学
術
の
理
想
時
代
と
見
做
す
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る

）
13
（

。『
集
解
』
の
理
解
は
こ
れ
ら
に
異
を
唱
え
る
も
の
と

言
え
る
が
、
同
時
に
、「
老
氏
」
の
学
は
「
世
を
矯た

だ

す
」
も
の

で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
理
解
を
襲
う
も
の
で
も
あ
ろ
う

）
14
（

。

　

こ
の
様
に
「
書
學
」
は
偽
り
の
学
問
で
あ
り
本
質
的
で
は
な

い
た
め
、「
書
學
小
成
之
僞
」（『
集
解
』04/08b/10

）
と
「
小
成
」

の
語
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が

）
15
（

、
そ
れ
は
「
道
」
が
そ
も
そ

も
「
學
」
等
で
は
得
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
寇
氏
の

理
解
に
基
づ
く
。「
通
玄
經
曰
、夫
道
不
可
以
聰
聞
、聰
聞
非
道
、

乃
學
也
。
道
不
可
以
明
見
、
明
見
非
道
、
乃
學
也
。
道
不
可
以

辯
言
、辯
言
非
道
、乃
學
也
。
斯
惡
矣
」（『
同
』01/04b/05

）
は
、『
文

子
』「
微
明
」（『
文
子
疏
義
』p.304

）
に
基
づ
く
が
、『
文
子
』
は

具
体
性
を
備
え
な
い
「
道
」
は
認
識
不
能
で
あ
り
、
認
識
し
得

た
と
思
し
き
対
象
は
真
実
の
「
道
」
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

『
文
子
』自
体
は
殊
更
に「
學
」を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

寇
氏
注
は
認
識
可
能
な
対
象
を
「
學
」
と
読
み
替
え
て
批
判
的

に
引
用
し
て
い
る
。
更
に
、

絶
學
無
憂
章
第
二
十
﹇
此
章
通
玄
經
言
、
末
世
立
太
學
而

敎
之
、
此
其
治
之
技
能
也
。
得
道
則
學
、
失
道
而
廢
。
夫

物
未
嘗
有
張
而
不
弛
、
盛
而
不
敗
者
也
。
至
其
衰
也
、
流

而
不
反
、
淫
而
好
色
、
不
顧
正
法
。
流
及
後
世
、
至
於
亡
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道
可
道
章
第
一
﹇
此
章
南
華
經
言
、
天
地
無
爲
不
言
之
敎

者
、
古
之
所
大
也
、
而
三
皇
之
所
以
共
美
也
。
古
之
王
天

下
者
、
奚
爲
哉
。
天
地
無
爲
而
已
矣
。
古
者
大
道
不
稱
、

大
辯
不
言
、
道
昭
而
不
道
、
言
辯
而
不
及
。
後
世
孰
知
不

言
之
敎
、
不
道
之
道
。
若
有
能
知
、
此
之
謂
天
府
。
大
道

無
爲
、
天
地
不
言
之
大
敎
矣
。
天
常
無
欲
、
無
爲
自
化
、

無
敎
言
也
﹈（『
集
解
』01/01a/03

）。

『
道
德
經
』
思
想
の
中
核
は
「
無
爲
不
言
之
敎
」
で
あ
り
、「
大

道
不
稱
、
大
辯
不
言
」
と
言
語
表
現
不
可
能
な
「
大
道
」
の
真

意
を
「
天
府
」
と
称
し
、
そ
れ
を
「
古
」
の
天
下
に
王
た
る
者

は
悟
得
し
て
い
た
が
、「
後
世
」は
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。

「
天
府
」
に
就
い
て
は
後
段
で
改
め
て
見
る
が
、「
後
世
」
は
言

語
表
現
等
の
智
慧
に
過
度
に
依
拠
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
「
天

府
」
を
見
失
っ
た
の
だ
と
、『
集
解
』
は
度
々
繰
り
返
す
。
第

一
章
「
名
可
名
」
注
は
「
通
玄
經
曰
、書
學
者
、人
言
之
所
生
也
。

言
出
於
智
、
智
者
詐
僞
、
不
知
於
道
。
夫
著
於
竹
帛
之
書
、
鏤

於
金
石
之
言
、
可
傳
於
人
者
、
非
藏
書
也
。
故
名
可
名
、
非
常

名
也
」（『
同
』01/01b/06

）
と
、「
書
學
」、
即
ち
文
字
記
載
さ
れ

た
学
問
は
伝
授
可
能
で
は
あ
る
が
、
人
の
智
慧
―
「
詐
僞
」
が

生
み
出
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
、
本
文
の
「
名
可
名
」
を
文

字
記
載
さ
れ
た
伝
授
可
能
な
学
問
と
し
て
否
定
す
る
。
こ
う
し

た
「
書
學
」
に
頼
る
こ
と
で
、「
道
・
德
」
は
衰
退
し
た
と
寇

氏
は
見
做
す
。「
學
」そ
の
も
の
を
否
定
的
に
述
べ
る『
道
德
經
』

第
四
十
八
章
の
題
注
は
『
莊
子
』「
胠
篋
」
に
拠
り
、

爲
學
日
益
章
第
四
十
八
﹇
此
章
南
華
經
言
、
古
者
三
皇
民

結
繩
而
無
文
、
若
此
之
時
、
天
下
太
平
、
則
至
治
矣
。
此

爲
道
之
治
也
。
今
遂
至
使
民
延
頸
擧
踵
而
聽
學
、
曰
某
處

有
賢
者
、
贏
糧
而
趨
學
、
則
内
棄
其
親
、
而
外
去
其
主
之

事
。
故
兵
馬
足
跡
接
連
乎
諸
侯
之
境
、
車
軌
轍
結
連
乎
千

里
之
外
。
天
下
大
亂
。
此
爲
學
之
亂
、
則
是
上
好
學
知
之

過
也
。
夫
好
智
之
亂
天
下
也
、
自
三
王
以
下
者
、
尚
文
學

是
矣
。
捨
夫
種
種
淳
樸
之
民
、
而
悦
夫
役
役
勞
學
之
佞
、

釋
夫
恬
淡
無
爲
之
道
、
而
悅
哼
哼
華
誕
之
意
、
哼
哼
華
誕

之
詞
、
末
學
縱
橫
、
已
亂
於
天
下
矣
﹈（『
同
』06/19a/07

）。

「
結
繩
而
無
文
」
で
あ
っ
た
「
古
」
時
に
対
し
、「
今
」
人
は
「
聽

學
」「
趨
學
」
に
没
頭
し
、
肉
親
を
顧
み
ず
、
学
問
の
師
を
追

い
か
け
る
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が「
上
」に
在
る
者
が「
學

知
を
好
」
む
「
三
王
」
以
来
の
「
文
學
・
末
學
を
尚

た
っ
とぶ
」
悪
弊

で
あ
る
。「
學
」
を
過
度
に
重
視
し
過
ぎ
る
悪
弊
に
就
い
て
は
、

『
文
子
』「
精
誠
」（『
文
子
疏
義
』p.93

）
の
句
に
「
周
世
」
の
語

を
加
え
、「
通
玄
經
曰
、
周
世
博
學
多
文
、
不
免
於
亂
」（『
集
解
』

06/19b/05
）
と
述
べ
、「
周
世
」
の
特
色
と
す
る
。
こ
れ
が
『
集
解
』
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經
』
を
解
釈
す
る
際
、
こ
の
図
式
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、『
道

德
經
』
注
釈
と
し
て
は
か
な
り
特
殊
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
個

所
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、第
十
一
章
注
は
本
文
全
体
を
「
古
」

と
「
後
世
」
に
分
け
て
注
を
加
え
る
。「
三
十
輻
共
一
轂
」
を

「
通
玄
經
曰
、
上
古
爲
國
之
道
、
工
無
淫
巧
、
其
車
素
而
不
雕
、

三
十
輻
共
一
轂
」（『
集
解
』02/08a/01

）
と
「
上
古
」
の
優
れ
た

統
治
の
在
り
様
と
し
て
解
釈
す
る
の
は
妥
当
と
し
て
も
、「
無
・

有
」
の
意
義
を
説
く
本
文
「
當
其
無
、
有
車
之
用
」
を
「
通
玄

經
曰
、
後
世
工
爲
奇
巧
、
器
用
遂
於
刻
鏤
、
歴
歳
不
成
、
無
益

於
費
」（『
同
』02/08a/10

）
と
、「
後
世
」
の
「
奇
巧
」
に
走
っ

た
在
り
方
と
解
釈
す
る
の
は
、
か
な
り
特
殊
な
本
文
理
解
で
あ

る
。「
埏
埴
以
爲
器
」
を
「
古
者
」
と
、「
當
其
無
、
有
器
之
用
」

を
「
後
世
」
と
し
、「
鑿
戸
牖
以
爲
室
」
を
「
古
者
」
と
、「
當

其
無
、
有
室
之
用
」
を
「
後
世
」
と
す
る
の
も
同
様
と
言
え
よ

う
。
本
文
最
後
の
「
故
有
之
以
爲
利
」「
無
之
以
爲
用
」
の
二

句
は
、
注
釈
史
的
に
は
「
有
」
は
「
無
」
を
前
提
と
す
る
こ
と

で
存
在
意
義
が
有
る
と
解
釈
さ
れ
て
来
た
も
の
だ
が
、『
集
解
』

は
「
有
」
を
「
今
器
有
形
者
」
と
、「
無
」
を
「
古
道
無
形
者
」

と
見
做
し
、
や
は
り
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
同
様
な
事
例
は
第

四
十
一
章
注
に
も
窺
え
（『
同
』06/04b/03

）、
真
実
の
「
道
」
は

寧
ろ
無
価
値
の
様
に
見
え
る
と
い
う
本
文
の
逆
説
的
表
現
に
対

し
て
、注
文
は
本
文
の
個
々
の
句
を
「
古
之
士
」
と
「
今
之
士
」

の
内
・
外
に
振
り
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
又
、
本
文
の
「
上

德
若
谷
」
は
通
常
は
真
実
の
「
德
」
は
「
谷
」
の
様
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
る
が
、寇
氏
は
「
古
之
士
」
の
「
德
」
に
は
言
及
せ
ず
、

「
棄
德
而
用
才
」（『
同
』06/05a/05

）
と
、「
德
」
を
捨
て
て
「
才
」

を
追
求
す
る
「
今
之
士
」
の
危
険
性
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
第
四
十
一
章
の
後
半
で
は
、
本
文
の
内
容
を
何
れ

も
「
上
古
之
士
」
の
理
想
的
状
態
と
解
釈
し
た
上
で
、
そ
れ
と

相
反
す
る
「
今
士
」
の
状
況
を
本
文
と
は
関
わ
り
な
く
挿
入
し

て
い
る
。

  

こ
れ
ら
か
ら
、
寇
氏
は
『
道
德
經
』
本
文
の
「
無
・
有
」
を

概
念
的
に
論
ず
る
の
で
は
な
く
、「
今
・
古
」
の
図
式
か
ら
具

体
的
事
柄
と
し
て
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
意
識
が
強
す
ぎ
る
あ
ま
り
、『
道
德
經
』
注
釈
と
し
て
は
独

特
な
も
の
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
「
今
・
古
」
の

図
式
は
自
ず
と
「
古
」
＝
「
無
爲
」・「
今
」
＝
「
有
爲
」
と
い

う
整
理
へ
と
展
開
し
、
そ
こ
に
様
々
な
価
値
観
が
盛
り
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
就
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

三
、「
書
學
」
の
否
定

　

第
一
章
題
注
は
次
の
様
に
述
べ
る
。
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而
民
從
…
…
。
通
玄
經
曰
、
其
次
五
帝
有
制
令
也
。
使
不

得
爲
非
而
無
賞
罰
。…
…
通
玄
經
曰
、其
次
三
王
、主
刑
賞
、

平
刑
而
罰
暴
、
利
賞
而
勸
善
。
…
…
通
玄
經
曰
、
…
…
夏

后
氏
不
負
言
、
殷
人
誓
、
周
人
盟
（『
集
解
』03/01b/02

）。

通
玄
經
上
仁
篇
曰
、
上
古
三
皇
上
德
無
爲
者
、
天
下
歸
之
。

…
…
通
玄
經
曰
、
後
世
五
帝
下
德
有
爲
者
、
四
海
歸
之
。

…
…
通
玄
經
曰
、
三
﹇
王
﹈（
皇
）

）
12
（

上
仁
者
、
海
内
歸
之
。

…
…
通
玄
經
曰
、
商
周
上
義
者
、
一
國
歸
之
。
…
…
通
玄

經
曰
、
五
霸
上
禮
者
、
一
郷
歸
之
。
…
…
通
玄
經
曰
、
七

國
無
此
道
德
仁
義
禮
五
者
、
民
不
歸
也
。
不
歸
、
用
兵
則

攘
臂
而
仍
之
、
天
下
大
亂
（『
同
』05/10b/08

）。

等
の
様
に
、「
上
古
三
皇
↓
五
帝
↓
三
王
（
商
、
周
）
↓
五
覇

↓
七
國
」
と
世
は
衰
退
し
て
来
た
。
理
想
的
「
古
・
昔
」
は
概

ね「
三
皇
」時
代
を
指
し
、「
今
・
末
世
」は
戦
国
時
代
を
指
す
。「
三

王
」
の
時
代
よ
り
「
大
道
」
は
衰
退
し
始
め
、
殷
・
周
は
既
に

理
想
的
時
代
で
は
な
い
。
戦
国
時
代
を「
今
」と
す
る
の
は
、『
道

德
經
』
及
び
四
子
の
作
者
を
戦
国
時
代
の
人
物
と
見
做
す
伝
統

的
理
解
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
老
子
当
時
の
衰
退
し
切
っ
た
世

相
を
理
想
的
「
古
・
昔
」
と
対
比
さ
せ
、
在
る
べ
き
在
り
方
を

論
じ
た
書
と
し
て
『
道
德
經
』
は
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
寇

氏
の
立
場
は
、「
序
」
が
「
拯
世
欲
之
多
蔽
」
と
述
べ
て
い
た

通
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
理
解
に
依
り
、
寇
氏
は
四
子
を
引
用
す
る
際
に
、

四
子
原
典
中
に
は
見
ら
れ
な
い
「
今
・
古
」「
戰
國
」
等
の
時

代
を
明
示
す
る
語
句
を
多
く
補
う
。
例
え
ば
、「
通
玄
經
曰
、

五
霸
戰
國
、諸
侯
背
叛
、民
人
以
攻
擊
爲
業
、災
害
生
、禍
亂
作
。

擧
兵
爲
難
、
攻
城
濫
殺
、
使
陣
死
伏
尸
數
十
萬
、
老
弱
飢
寒
而

死
者
不
可
勝
計
。
自
此
之
後
、天
下
未
嘗
得
安
其
性
命
也
」（『
集

解
』02/23b/06

）は『
文
子
』「
道
德
」「
上
禮
」（『
文
子
疏
義
』p.248,p.530

）

に
「
五
霸
戰
國
、
諸
侯
背
叛
」
の
句
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、

「
通
玄
經
曰
、戰
國
用
兵
而
自
容
、邪
人
諂
而
陰
謀
、遽
而
驕
主
、

而
用
其
亂
人
以
成
其
事
」（『
集
解
』04/15a/01

）
は
『
文
子
』「
上

禮
」（『
文
子
疏
義
』p.529

）
の
冒
頭
に
「
戰
國
用
兵
而
自
容
」
の

句
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。「
大
國
者
、下
流
章
第
六
十
一
﹇
此

章
通
玄
經
言
、
戰
國
天
下
公
侯
、
以
天
下
一
國
爲
家
、
即
氣
實

而
志
強
、
大
者
用
兵
侵
小
、
小
者
倨
傲
淩
上
。
執
維
堅
強
、
作

難
結
怨
、
久
不
爲
和
、
天
下
大
亂
。
故
交
結
國
靜
、
罷
兵
不
爭
、

天
下
太
平
也
﹈」（『
集
解
』08/11b/04

）と
有
る
題
注
は
、『
文
子
』「
守

弱
」「
道
德
」（『
文
子
疏
義
』p.154,p.220

）
の
二
条
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、

「
天
下
公
侯
」
の
前
に
「
戰
國
」
の
語
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
集
解
』
が
「
今
・
古
」
の
図
式
に
拠
っ
て
『
道
德
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（『
文
子
疏
義
』p.356

）
と
一
致
す
る

）
8
（

。
又
「
通
玄
經
曰
、
聖
人
見

其
終
始
、
不
可
不
察
也
。
紂
爲
象
箸
而
箕
子
唏
其
華
侈
、
魯
以

偶
人
葬
而
孔
子
歎
其
非
禮
、見
其
所
始
、則
知
其
所
終
」（『
集
解
』

08/23a/07

）
と
見
ら
れ
る
の
は
、徐
霊
府
注
「
紂
爲
象
横

﹇（
徐

注
）
箸
以
象
牙
爲
之
﹈、
而
箕
子
唏
﹇（
徐
注
）
唏
其
華
侈
也
﹈、

魯
以
偶
人
葬
﹇（
徐
注
）
偶
人
、
刻
木
似
人
、
爲
盟
器
之
類
也
﹈、

而
孔
子
嘆
﹇（
徐
注
）
嘆
其
非
禮
﹈
見
其
所
始
、
即
知
其
所
終
」

（『
文
子
疏
義
』p.324

）
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
寇
氏
は
徐
霊
府

注
本
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寇
氏
が
『
莊
子
』
成
玄
英
疏
及
び
『
老
子
』
河
上
公
注
を
見

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

）
9
（

。
又
「
南
華
經
疏
云
、
左
陽
主
生

／
南
華
經
疏
云
、
右
陰
主
殺
」（『
集
解
』04/19a/05

）
と
見
ら
れ

る
「
疏
」
は
、
褚
伯
秀
『
南
華
眞
經
義
海
纂
微
』
が
引
く
陳
詳

道
註
「
詳
道
註
、
…
左
陽
主
生
、
故
左
臂
言
爲
雞
。
右
陰
主
殺
、

故
右
臂
言
爲
彈
」（『
道
藏
』
所
収
『
南
華
眞
經
義
海
纂
微
』「
大
宗
師
」

17/10b/01

）
に
同
文
を
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
宋
・
陳
詳
道

注
は「
註
」で
あ
っ
て「
疏
」で
は
な
い
。
寇
氏
が「
註
」と「
疏
」

を
間
違
え
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
編
と
目
さ
れ
る

金
・
李
霖
『
道
德
眞
經
取
善
集
』
が
引
く
「
河
公
注
」
に
「
河

上
公
曰
、
左
陽
主
生
、
右
陰
主
殺
」（『
道
藏
』
所
収
『
道
德
眞
經
取

善
集
』05/14b/05

）
と
見
ら
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。『
取
善
集
』

所
引
「
河
上
公
注
」
は
通
行
本
河
上
公
注
に
は
見
ら
れ
ず
、
金

代
当
時
流
布
し
て
い
た
特
殊
な
注
で
あ
る

）
10
（

。
寇
氏
が
同
様
の
注

釈
の
類
を
目
睹
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、「
河
上
公
注
」

を
「
南
華
經
疏
」
と
誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う

）
11
（

。
即
ち

「
南
華
經
疏
」
は
、陳
詳
道
「
註
」
を
「
疏
」
と
誤
っ
た
か
、「
河

上
公
注
」
を
「
南
華
經
疏
」
と
誤
っ
た
等
が
想
定
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
寇
氏
が
四
子
を
引
用
す
る
際
の
態
度
だ
が
、『
道

德
經
』
各
章
の
題
注
で
は
比
較
的
纏
ま
っ
た
分
量
の
四
子
を
引

用
し
て
い
る
た
め
、
四
子
本
来
の
文
脈
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
章
本
文
の
注
で
は
、
四
子
の
様
々
な
篇
の
文
章
を

細
か
く
繋
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
引
用
し
、
そ
こ
に
自
身
の
言
葉
も

交
え
、
主
語
や
語
彙
を
か
な
り
自
由
に
書
き
換
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、四
子
本
来
の
文
脈
は
ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ほ
ぼ
寇
氏
自
身
の
注
文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
尚
、
四
子

に
拠
る
と
い
う
姿
勢
に
寇
氏
は
拘
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

二
、「
今
・
古
」
の
図
式

　
『
集
解
』
の
ほ
ぼ
全
章
に
亙
っ
て
「
今
・
古
」
の
図
式
が
確

認
さ
れ
る
。
こ
の
「
今
」
は
金
朝
当
時
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、

通
玄
經
自
然
篇
曰
、
太
上
神
化
。
昔
者
三
皇
養
化
無
制
令
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嚴
經
』
を
講
ず
る
宝
厳
大
師
が
い
た
と
さ
れ
る

）
4
（

。『
道
德
經
』

と
の
直
接
的
関
わ
り
は
確
認
出
来
な
い
が
、
寇
氏
は
こ
う
し
た

仏
教
隆
盛
下
で
の
『
道
德
經
』
解
釈
に
失
望
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
荘
・
列
・
文
・
庚
の
四
子
こ

そ
が
老
子
の
教
え
を
直
伝
す
る
弟
子
達
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
四
子
に
拠
る
こ
と
で
『
道
德
經
』
の
真
意
を
正
し
く
理
解

し
、
自
身
の
臆
断
と
な
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
唐
宋
の
三
教
交
流
の
延
長
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
仏
教
思
想

に
拠
る
注
釈
を
敢
え
て
遠
ざ
け
た
こ
と
で
、
彼
の
注
釈
は
極
め

て
独
特
な
も
の
と
な
り
、
先
行
注
釈
を
参
照
し
つ
つ
も
、
基
本

的
に
は
そ
の
影
響
か
ら
自
由
で
あ
る
結
果
と
な
る
。）

5
（

　

寇
氏
は
同
時
に「
經
史
疏
十
卷
」も
撰
述
し
、両
書
は「
表
裏
」

の
関
係
に
あ
る
と
す
る
。「
經
史
疏
」の
内
容
は
不
明
だ
が
、「
經
・

史
」
を
材
料
に
『
道
德
經
』
に
疏
を
附
し
た
も
の
と
仮
定
す
る

な
ら
ば
、
四
子
に
基
づ
く
注
と
「
經
・
史
」
に
基
づ
く
疏
と
で

万
全
を
期
し
た
と
い
う
所
で
あ
ろ
う
か
。）

6
（

　
『
集
解
』
に
は
大
定
二
十
年
（
一
一
八
〇
）
に
撰
述
さ
れ
た
劉

諤
庭
「
後
序
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。「
後
序
」
が
「
滹
源
繁
畤
」

の
人
物
と
記
す
以
外
は
劉
諤
庭
に
就
い
て
は
不
明
だ
が
、）

7
（

「
後

序
」
が
『
集
解
』
撰
述
当
時
の
思
想
状
況
を
「
天
下
莫
不
以
空

性
爲
科
」（『
同
』後
序/01a/08

）と
述
べ
、寇
氏
の
学
問
経
緯
を「
不

以
名
利
爲
急
、
酷
嗜
恬
惔
之
樂
」（『
同
』
後
序/01b/01

）
と
述
べ
、

又
「
庶
息
天
下
未
達
者
之
謗
議
也
」（『
同
』
後
序/01b/06

）
と
世

間
の
批
判
を
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
更
に
は
「
四
子
古
道

義
十
卷
」（『
同
』
後
序/01b/06

）
と
い
う
題
目
、「
萬
世
之
龜
鑑
」

（『
同
』
後
序/02a/06

）
の
語
等
は
何
れ
も
寇
氏
「
序
」
を
踏
ま
え
、

「
小
成
」（『
同
』
後
序/01a/07

）、「
驗
之
於
古
、
考
之
於
今
」（『
同
』

後
序/02a/05

）
等
の
表
現
も
『
集
解
』
が
常
用
す
る
概
念
で
あ
る
。

即
ち
、
劉
氏
「
後
序
」
は
寇
氏
「
序
」
及
び
『
集
解
』
の
内
容

を
踏
ま
え
、
寇
氏
の
意
を
解
し
た
上
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

一
、『
集
解
』
所
引
「
四
子
」

　
『
集
解
』が
引
く
四
子
の
内
、引
用
回
数
が
最
も
多
い
の
は『
文

子
通
玄
眞
經
』（
以
下
『
文
子
』
と
略
す
）
で
あ
り
、
次
に
『
莊
子

南
華
眞
經
』（
以
下
『
莊
子
』
と
略
す
）、そ
し
て
『
列
子
沖
虛
眞
經
』

（
以
下
『
列
子
』
と
略
す
）、『
亢
倉
子
洞
靈
眞
經
』（
以
下
『
亢
倉
子
』

と
略
す
）
の
順
で
あ
る
。
寇
氏
が
用
い
た
四
子
の
テ
ク
ス
ト
は

不
明
だ
が
、『
文
子
』
の
引
用
に
「
通
玄
經
曰
、
其
與
物
反
矣
。

注
云
、
長
處
不
智
、
故
謂
反
矣
」（『
集
解
』09/03a/08

）
と
見
ら

れ
る
注
は
、徐
霊
府
注
の
「
其
與
物
反
矣
﹇（
徐
注
）
世
尚
尊
高
、

吾
則
自
卑
。
世
貴
矜
伐
、吾
則
不
爭
。
長
處
不
有
、故
謂
物
反
﹈」
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君
子
幸
無
哂
焉
。
偃
息
之
暇
、
因
援
筆
而
直
書
之
。
旹
大

定
十
九
年
己
亥
歳
元
日
、
古
襄
寇
才
質
謹
序
（『
集
解
』
序

/01a/02

）。）
1
（

出
身
地
と
さ
れ
る
「
古
襄
」
は
睢
州
襄
邑
（
現
在
の
河
南
省
睢
県
）

）
2
（

、

寇
氏
は
元
来
出
仕
に
は
関
心
が
無
く
、「
及
冠
」
の
頃
に
は
「
恬

淡
之
樂
」
に
没
頭
し
、「
丹
經
卜
筮
之
術
」
を
窮
め
た
が
、「
晩
年
」

に
「
聃
經
（『
道
德
經
』）」
に
触
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
か
ら
離

れ
て
い
く
。
後
述
す
る
劉
諤
庭
「
後
序
」
も
「
鬼
神
之
説
、
斥

之
於
無
稽
。
方
術
之
事
、屏
之
於
不
用
」（『
同
』
後
序/02a/01

）
と
、

こ
れ
ら
は
『
集
解
』
に
は
見
ら
れ
な
い
と
す
る
。

　

当
時
は
『
道
德
經
』
の
様
々
な
解
釈
が
互
い
に
批
判
し
合
い

「
百
家
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、そ
の
こ
と
が
却
っ
て
『
道

德
經
』
の
真
意
を
見
失
わ
せ
て
い
た
。
又
、
寇
氏
が
「
京
都
」

に
「
高
道
」
を
訪
ね
教
え
を
請
う
た
際
、
彼
ら
の
理
解
が
何
れ

も
表
面
的
で
、
し
か
も
「
空
性
之
説
」
で
あ
る
こ
と
に
失
望
し

た
と
さ
れ
る
。「
空
性
之
説
」
と
は
恐
ら
く
は
仏
教
の
空
理
を

援
用
し
た
『
道
德
經
』
解
釈
で
あ
ろ
う
。
金
朝
の
首
都
は
初
期

は
上
京
会
寧
府
、
一
一
五
二
年
に
中
都
燕
京
に
遷
る
。
寇
氏
が

「
京
都
」
を
訪
れ
た
「
昔
」
の
時
期
は
不
明
だ
が
、『
道
德
經
』

に
関
心
を
持
っ
た
後
と
す
れ
ば
、
一
一
七
九
年
と
然
程
隔
た
ら

な
い
時
期
と
思
わ
れ
、「
京
都
」
は
中
都
と
な
る
が
、
よ
り
早

い
時
期
で
あ
れ
ば
上
京
と
な
ろ
う
。

　

海
陵
王
の
一
時
期
に
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
こ
と
も
有
っ
た

が
、
中
都
の
仏
教
は
熙
宗
・
世
宗
・
章
宗
の
時
代
に
金
室
と
の

関
係
を
深
め
概
ね
栄
え
て
い
た
。
金
室
が
仏
教
に
対
し
て
奨
励

と
管
理
の
両
政
策
を
採
っ
た
た
め
、
中
都
の
大
聖
安
寺
・
大
覚

寺
・
大
永
安
寺
・
大
慶
寿
寺
等
は
全
て
官
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
中
、
天
会
年
間
（
一
一
二
三
〜
一
一
三
七
）
に
仏

覚
大
師
海
寧
等
の
た
め
に
中
都
に
建
立
さ
れ
た
寺
は
熙
宗
皇
統

初
に
大
延
聖
寺
と
改
名
さ
れ
、
世
宗
大
定
七
年
（
一
一
六
七
）
に

更
に
大
聖
安
寺
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
熙
宗
は
即
位
後
間
も
な

く
、
中
都
憫
忠
寺
の
僧
海
慧
を
上
京
に
招
き
大
儲
慶
寺
を
建
立

し
、
世
宗
は
大
定
二
年
（
一
一
六
二
）
に
中
都
に
大
慶
寿
寺
を
建

立
し
玄
冥
禅
師
顗
公
を
住
持
さ
せ
た
。
大
定
十
三
年（
一
一
七
三
）

に
世
宗
は
女
真
科
の
試
験
場
を
中
都
憫
忠
寺
に
開
設
し
た
が
、

こ
れ
は
当
時
の
仏
教
の
地
位
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
大
定
二
十
六
年
（
一
一
八
六
）、
大
慶
寿
寺
を
太
子
の
功

徳
院
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
中
都
で
は
律
・
華
厳
・
密
・

浄
土
・
禅
の
各
宗
が
栄
え
て
い
た

）
3
（

。
一
方
、
同
時
期
の
上
京
に

は
儲
元
寺
・
宝
勝
寺
等
が
あ
り
、
上
京
宮
の
側
の
大
儲
慶
寺
に

は
「
性
相
之
學
」
に
通
じ
た
海
慧
大
師
及
び
清
慧
が
お
り
、
釈

迦
院
に
は
尼
僧
・
宣
微
大
師
法
性
が
お
り
、
宝
勝
寺
に
は
『
華
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寇
才
質
『
道
德
眞
經
四
子
古
道
集
解
』
初
探

山　

田　
　
　

俊

　
　
　
　

序
言

　

金
朝
道
家
道
教
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
期
に
誕
生
し
た
全
真

教
等
の
新
し
い
道
教
を
除
く
と
、
撰
述
時
期
を
金
朝
と
特
定
出

来
る
文
献
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
本
論
が
検
討
を

試
み
る
寇
才
質
『
道
德
眞
經
四
子
古
道
集
解
』（『
道
藏
』
所
収
。

以
下
『
集
解
』
と
略
す
）
は
、
撰
者
を
金
人
と
特
定
出
来
る
数
少

な
い
道
家
道
教
文
献
の
一
つ
で
あ
り
、
金
朝
当
時
の
実
状
を
知

り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

大
定
十
九
年
（
金
・
世
宗
一
一
七
九
）
撰
の
『
集
解
』「
序
」
は

以
下
の
様
に
述
べ
る
。

僕
草
澤
無
名
之
野
人
也
。
素
不
以
進
取
介
意
、
及
冠
之

後
、
酷
嗜
恬
淡
之
樂
、
究
丹
經
卜
筮
之
術
。
至
於
晩
年
、

讀
古
人
書
、
披
閱
諸
子
、
探
賾
聃
經
之
奧
、
章
章
有
旨
、

可
謂
深
矣
遠
矣
。
因
觀
諸
家
解
註
、
言
多
放
誕
、
互
起
異

端
、
朱
紫
殽
亂
、
殆
越
百
家
、
失
其
古
道
本
眞
、
良
可
歎

也
。
獨
莊
・
列
・
文
・
庚
四
子
之
書
、
廼
老
氏
門
人
、
親

授
五
千
言
敎
、
各
著
撰
義
與
相
同
。
其
餘
諸
解
、
紛
紜
肆

辯
、
徒
以
筆
舌
爲
功
、
虛
無
爲
用
、
了
無
所
執
、
又
豈
可

與
四
子
同
日
而
語
哉
。僕
昔
隨
仕
、嘗
遊
京
都
、得
參
高
道
。

講
師
略
扣
玄
關
、
盡
爲
空
性
之
説
、
不
能
述
道
之
一
二
。

内
省
不
疚
、
深
其
造
道
而
自
得
、
欲
以
拯
世
欲
之
多
蔽
、

悼
聖
道
之
不
行
。
又
恐
膠
疑
泥
惑
之
流
、
翻
起
蜂
喧
之

議
、
故
摭
其
四
子
、
引
其
眞
經
、
集
爲
一
編
、
計
一
十
卷
、

以
破
雷
同
之
説
、
因
目
之
曰
四
子
古
道
義
。
又
述
經
史
疏

十
卷
、
以
相
爲
之
表
裏
。
今
幸
苟
完
是
論
、
非
當
恃
其
臆

説
、
不
惟
新
當
時
聞
見
、
抑
爲
千
古
之
龜
鑑
也
、
請
好
事


